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産業廃乗物処理計画実施状況報告書

令和6年 6月 27日

大分県知事  広瀬 勝貞 殿

-616127

提出者

住 所 福岡市博多区下川端町9番 12号

氏 名 株式会社大林組 九州支店
執行役員支店長 上田 哲夫
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話番号 092-2713896

ト

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和5年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 鶉 称 (株)大林組九州支店 大分市を除く県内工事

事 業 場 の 所 在 地 大分市都町 1-1-1 大分市を除く県内工事

事 業 の 種 類 建設業

産業廃案物処理計画における

計   画   期   間 令和
5年 4月 1日 ～令和6年 3月 31日

産業廃乗物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

↓
',

出 里 5,000 t 全 処 理 委 託 量 5,000 t

自 ら再 生利 用 を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

t
良認定処理業者への 0 t
処 理 委 口毛 量

自 ら熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

t
再 生 利 用 業 者 へ の

処 理  委  託  量
4,970 t

白ら中問処理により減量する
t
認定熱回収業者への

処  理  委 託  量
0 t

産 業 廃 乗 物 の

自 ら 埋 処 又 は 認定熱回収業者以外の

熱回収 を行 う業者への海 洋 投 入 処 分 を行 う t 0 t

産 業 廃 棄 物 の 処 理 委 託

※事務処理欄

(日 本工業規格 A列 4番 )



の (産業廃棄物の種類 :建設汚泥

実績値

5t

5t

5t

項 目

③排出量

②十①自ら再生利用を
行った量

⑤白ら熱回収を行つた量

⑦白ら中間処理により減
量した壁

③十③白ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①俊長認定処理業者への

処理委託量

⑫再4i利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処
理参託景

⑭熱回収認定業者以外の

熱同収を行 う業者への処

理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱同収を行 う業者
への処理委託量

⑭

5t

業者への処理委託量

生利用の

業者への処理委託量

の

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

①

直接及び自ら

中間処よ早した後の

処理委託孟

5t

③

再生利用した量
し

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

ら中間処理によ

り減量した量

⑥

後の残さ量

し

海洋投入処分した量

④

した量
ら

再生利用した量

②

有 償 物 量

5t

排   出

不要物等発生量

（韻

］
副
）



の (産業廃棄物の種類 :廃ブラステンク模 )

実績値

27.6t

27 6t

0.4t

5,9t

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

①熟回収認定業者への処
理委託量

⑭熟回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

業者以外の

熱同収を行 う業者
への処理委託量

⑭

回収認⑩のうち

⑫   59t

業者への処I早萎託量

の

業者への処理委託量

定の

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

①   O.4t

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

27 6t

③

再生利用した量
処理 した後

り減量した量

|こ

後の残さ量

⑥

ち熱回収の

を行つた量

③

海洋投入処分した量

④

した量

ら

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量

27 6t

品

不要物等発生量

（謎

〕
副
）



の (産業廃棄物の種類 く

実績値

89t

8.9t

88t

項 日

①排出量

②十③自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨白ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処テ里委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熟回収認定業者以外の

熱同収を行 う業者への処

理委託量

①

業者への処理委託量
認9

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

収⑩のうち

⑫   8.8t

業者への処理委託量

の

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

直接及び自ら

中F日]処理 した後の

処理委託量

89t⑩

③

再生利用した量
問処理した

り減量した量

⑦

後の残さ量

しら

J又

⑤

のうち
を行つた量

③

海洋投入処分した量

した量

再生利用した量

出   量

①  8,9t

有 償 物 量

不要物等発4i量

（消

Ю
酬
）



の (産業廃棄物の種類 : 木く )

実績値

26t

26t

26t

項 日

①排出量

②+① 自ら再生利用を
行った量

③白ら熱回収を行つた量

⑦自ら中問処理により減
量した量

③十③自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

●優良認定処理業者への

処テ甲委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱同収を行 う業者への処

理委託量

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

収認定の う

再生利用の

業者への処ユ電萎託量

26t

⑬

業者への処理参託量

の

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

①

直接及び自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩   26t

自ら中間処理 した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

再生利用した量
中間処理した後

後の残さ量

⑥

理によ問ら

り減量した曼

④

ら中間処理

した量

を行つた量

②

自ら直接
再生利用した量

海洋投入処分した量
又

①  26t

り檸  出

有 偵 物 壁

不要物等発生L量

（削

Ю
副
）



の実 況 の 属くず )

実績値

38 3t

38.3t

38 3t

項 日

③排出量

②十①自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③十③白ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

③仝処理委託量

③優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱同収を行 う業者への処

理委託量

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

認定の う

⑫   38.3t

業者への処理委託量

の

業者への処理委託量

のうち熱同収認

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

直接及び自ら

中間処ユlし た後の

処理委託量

38.3t

再生利用した量

た後

自ら中問処理 した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処′刀 し`た量

③

り減量した量

に よ

後の残さ量

⑥

⑤

を行つた量

の

海洋投入処分した量
又 は

④

した量

中間処理

再生和」用 した量

②

38 3t

拶F  出

有 償 物 量

不要物等発生量

（韻

〕
副
）



の (産業廃棄物の種類 : ガラスくず及び的磁器くず )

実績値

224.8t

224 8t

57 3t

120.7t

項 日

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

①自ら中間処理により減
量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全剋理委託量

①優良認定処理業者への
処チ甲委託量

⑫再生利用業者への処テ早

委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熟回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

回収認うち

業者への処理委託量

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

認 定回の う

業者への処ナ甲委託量

⑫   1207t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①   57.3t

自ら中間処理した後
白ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

224 8t

③

問処理 したら

再生利用した量

⑦

り減量した量

に よ

後の残さ量
問処理した

を行つた量

の

⑤

再生利用 した量

③

海洋投入処分した量

又

した量

出   量

①  2248t

有 償 物 量

不要物等発/L量

（消

〕
酬
）



計画の 況 の がれき類 )

実績値

1,343.2t

1,343.2t

126t

1,237 2t

項 目

①排出量

②十①自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

①自ら中間処理により放
量した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱同収を行 う業者への処

理参託量

①のうち熱回収認
業者以外の
熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

の う

業者への処理委託量

1,237 2t

回の う

業者への処理委託量

⑩のうち優良認定

処理業者への

処チ早委託量

①   126t

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩  l,343.2t

再生利用 した量

③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑥

後の残さ量

しら

り減量した量

海洋投入処分した量

④

ら中間処理
した量

を行つた量

のうち

再生利用した量

②

り檸  出

1,343 2t

有 償 物 量

不要物等発生量

（削

〕
酬
）



の 物の種類 : 混合廃棄物 (安定型) )

実績値

26t

2.6t

23t

09t

項 日

③排出量

②十③臼ら再生利 )日 を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

①自ら中間処理により減

量した壁

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

0優良認定処テ里業者への
処理委託量

⑭再生利用業者への処理

委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱岡収を行 う業者への処

理参託量

業者への処理委託量

の

①のうち軍ヽ回収認
業者以外の
熱回収を行 う業者
への処予上委託量

⑭

⑫   09t

業者への処チ甲委託量

の う

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①   23t

自ら中間処理 した後

白ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

直接及び白ら

中間処理 した後の

処理委託量

26t

③

問処理 しら

再生利用した量

に
量
・

り減量した

⑥

ら中間処)里 した

後の残さ量

⑤

を行つた量

のうち

③

海洋投入処分した量

立処分又は

した量

④

26t

出   量

有 償 物 量

不要物等発生量

（韻

］
副
）



計画の 況 (産 の 混合廃菜物 (管理型)

実績値

255 8t

255,8t

50 5t

133t

項 日

①排出量

鋤十③自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭自ら中間処理により放

量した量

③十⑨白ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩仝処理委託量

0優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理参託量

うち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への廻理委託壁

⑭

⑫   133t

つの

業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①  505t

自ら中問処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

直接及び白ら

中問処理した後の

処理委託量

255 8t

再生利用した壁
後

③

り減量した量
にら

後の残さ量

⑥

J又

を行つた量

のうち

③

立処分又は

海洋投入処分した量

間ら

した量

ら

た 量再生利用 し

有 償 物 量

出

255,8t

不要物等発生量

（削

Ｎ
副
）



の の種 類 : 石綿含布建材 (管理型) )

実績値

lt

lt

it

項 日

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤白ら熱回収を行つた量

①自ら中間処理により放
量した量

③十③白ら埋立処分又は

海洋投人処分を行った量

⑩令魁理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業考への処理
委託量

⑬熟回収認定来者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

業者への処理委託量

⑬

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理参託量

認定回の う

⑫

業者への処理委託量
再生利用

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託旦

lt

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

直接及び白ら

中問処理 した後の

処理委託量

lt

③

自ら中問処理した後

再生利用した量

り減量した量

⑦

後の残さ量

し

9の

⑤

を行つた量

再生利用 した量

③

海洋投入処分した量
泳9ま

ら中間処理

した量

①  lt

出   量

有 償 物 量

不要物等発生量

（韻

］
副
）



画 の 況 の 石綿含布廃プラスチック )

実績値

02t

02t

項 日

①排出量

②十①自ら再生利月」を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭自ら中間処理により減
量した量

③十③白ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量

9熟回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

回収認定つ

つの

業者への処理委託量

業者への処理委託量

の

⑩のうち優良認定
処理業者への
処ナ単委託量

①

直接及び白ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩   02t

再生利用した量

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑥

後の残さ量

し

り減量した量

海洋投入処分した量
又 はら

④

ら中間処理
した量

を行った量
9

再生利用した壁

②

拶F  出

①  O.2t

有 償 物 量

不要物等発生量

（消

Ю
副
）


